
１　フロントヤード改革の推進
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進捗状況

進捗状況

取組内容、到達目標

令和８年度

取組結果

進捗状況

・令和７年度に実施した地方税共同機構の公開
仕様書を踏まえた財務会計システムの改修内容
について確認し、eL-QRによる公金収納を開
始する。

令和８年度

進捗状況　A：目標を上回る　　B：目標どおり　C：目標にやや遅れる　D：目標に遅れる

進捗状況

進捗状況

令和９年度

取組内容、到達目標（数値目標）

生

涯

学

習

ス

ポ
ー

ツ

課

1

・令和８年度中にシステム改修が困難であるこ
とが判明したため、目標時期を令和９年度中に
変更し、公金収納の開始に向けて改修を実施す
る。

進捗状況

調査・分析

実施

介護保険システムの改修

・難聴者や外国人住民との意思疎通を円滑にす
るため、窓口で利用可能なタブレット端末を導
入し、各窓口での活用を行う

・チケット購入代金、講座参加費などのキャッ
シュレス決済導入

実施
・近隣市町村からの情報収集
・外部委託を導入している市区町村の調査・研
究

実施

2

住

民

窓

口

課

キャッシュレス決済の拡充

デジタル技術を活用した意思
疎通円滑化

3

後期高齢者医療支援システム
の改修

2

窓口事務の分散化

1

1

1

保

険

医

療

課

福

祉

課

出

納

室

1

1

2

実施

・令和８年度中にシステム改修が困難であるこ
とが判明したため、目標時期を令和９年度中に
変更し、公金収納の開始に向けて改修を実施す
る。

・令和８年９月までに、eL-QRによる公金収納
を開始し、利便性向上に努める

・令和８年９月までに、eL-QRによる公金収納
を開始し、利便性向上に努める

・令和８年度から、キャッシュレス決済の対象に、
チケット購入代金、講座参加費などを追加し、利
用者の利便性向上を図る
・施設予約システム更新時に、キャッシュレス決
済を導入し、利用者の利便性向上を図る

・タブレット端末を各窓口が活用することによ
り、難聴者や外国人住民と意思疎通を円滑に
し、住民サービスの向上を図る

・令和9年度までに外部委託の導入を判断する

財務会計システムの改修

令和12年令和11年

・令和８年９月までに、eL-QRによる公金収納
を開始し、利便性向上に努める

実施

事業所管課
令和10年令和８年

実施項目

4

1

I.住民サービスの改革

番
号

取組項目
令和９年

スケジュール
５年間の取組目標



２　地域コミュニティの充実

取組内容、到達目標（数値目標）

進捗状況

取組内容、到達目標

番
号

取組項目 事業所管課 実施項目
スケジュール 令和８年度

令和８年 令和９年 令和10年 令和11年

進捗状況

進捗状況

進捗状況

進捗状況

令和８年度

進捗状況

進捗状況

令和８年度

取組結果

令和９年度

令和９年度

取組内容、到達目標（数値目標）

・令和９年４月を目途に利便性向上のため新た
な予約システムを導入

・令和９年４月を目途に利便性向上のため新た
な予約システムを導入

実施

・施設予約システムを導入し、利用者の利便性向
上を図る

・チケットオンラインシステムを導入し、顧客層の
拡大や利用者の利便性向上を図る

幅広い年齢層の利用促進・周知

取組結果

令和８年度

取組内容、到達目標令和８年

分析・準備

令和９年

実施

実施

・武豊町地域公共交通計画の策定
・地域公共交通会議の実施（６・１２・３月）
・到達目標：99,000人（R7年度比2％増）

・チラシ、広報、LINE等にて周知

予約システム導入

チケットオンラインシステム導
入

1 コミュニティバス・接続タクシー
制度等の見直し

2

事業所管課 実施項目

2
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ー
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（
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実施

健

康

課

令和11年

実施

1 予約体制やお知らせ機能の充
実

調査・検討

取組項目

1

2

2

協

働

推

進

経

営

戦

略

課

1 協働のまちづくり連続講座

2 提案型協働事業交付金制度

調査・検討

実施

実施

・採択団体数の維持（参考：令和８年度７団体）

令和12年令和10年

・武豊町LINEでの予約できる健（検）診項目の
増加（前年度比）
・お知らせ機能の充実（前年度比）

・武豊町LINEでの予約できる健（検）診項目の
増加（前年度比）
・お知らせ機能を充実させる（前年度比）

・参加者対前年比増（参考：令和６年度９８人）
・アイデアソンで出た企画の実施（年１回以上）

スケジュール

調査・検討

・採択団体数の維持（参考：令和７年度４団体）

令和12年
５年間の取組目標

５年間の取組目標

・利用者アンケート、住民アンケートの実施
・住民ワークショップの実施
・武豊町地域公共交通計画の策定
・地域公共交通会議の実施（年３回）
・到達目標：109,000人（R12年度）

・チラシ、広報、LINE等にて周知

・参加者対前年比増（参考：令和６年度９８人）
・アイデアソンで出た企画の実施（年１回以上）



取組内容、到達目標（数値目標）令和８年 令和９年 令和10年 令和11年 令和12年 取組内容、到達目標 取組結果
取組項目 事業所管課 実施項目

スケジュール 令和８年度

進捗状況

進捗状況

進捗状況

進捗状況

進捗状況

進捗状況

進捗状況

令和８年度 令和９年度

実施

コミュニティ・スクールの順次導
入

2 地域・学校との連携・支援

実施

小学校

中学校

・保護者、住民等の学校運営への参画促進によ
り、学習の支援、体験活動の充実、環境整備を
進める

・令和８年度に武豊小学校及び富貴小学校にコ
ミュニティスクールの導入を行う
・令和９年度に武豊・富貴両中学校に導入する
ための準備を行う

・専門職と連携し、フレイル予防に効果的な運動
等、予防事業を研究する
・多くの人が関心を持って継続的に参加・実施
できる予防事業を実施する

実施

実施

実施

実施

1 重層的支援体制整備事業にお
ける支援会議の実施
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2 生活支援体制の整備

1 医療・介護連携の推進

・憩いのサロン・体操サロンの普及・啓発
・新規参加者を増やすためのプログラムの新設
・住民への郵送物にボランティア参加のチラシ
を同封

1

1 憩いのサロンの活用

2 フレイル予防の推進

導入

・支援会議での取り扱いケースを年間３件終結
につなげる

・移動支援事業を２地区で実施
・第2層協議体の設置

実施

・医療・介護関係者に対するゆめたろうネットの
利用促進を職種ごとに実施
・多職種研修会を継続し、顔のみえる関係づくり
促進
・事業所向けにゆめたろうネットの利用促進や
ACPの周知等、本事業の普及啓発を実施

実施

・担い手の確保に努めつつ憩いのサロンや体操
サロン等を実施し、すべての高齢者を対象とし
た介護予防事業の充実を図る

・支援会議での取り扱いケースを年間３件終結
につなげ、複雑かつ複合的な地域問題の解決を
図る

・多くの人が関心をもって継続的に参加・実施
できるフレイル予防事業及び知識の普及啓発を
実施し、地域づくりによる介護予防事業の充実
を図る

・生活支援を行う事業主体や協議体と連携する
生活支援体制整備事業を推進し、高齢者が活躍
できる場の充実を図る

・保護者、住民等の学校運営への参画促進によ
り、学習の支援、体験活動の充実、環境整備を
進める

５年間の取組目標

・地域の医療・介護関係機関が連携して包括的
かつ継続的な在宅医療・介護サービスを一体的
に提供できる体制を目指す

・令和８年度に武豊小学校及び富貴小学校にコ
ミュニティ・スクールの導入を行う
・令和９年度に武豊・富貴両中学校にコミュニ
ティ・スクールの導入を行う



１　業務の効率化

進捗状況

進捗状況

進捗状況

進捗状況

進捗状況

令和９年度

取組内容、到達目標（数値目標）取組内容、到達目標

・他自治体事例等を参考にしながら、必要なシ
ステムを検討していく

・集団・個別がん検診における受診率、要精検
率、精検受診率を把握する
・令和８～９年度に、未把握者に対する精検受診
状況の調査を実施

2

1

1

分析・準備 実施

実施

・新たな業務に１種類以上ＩＣＴの活用を検討す
る

・部署によりAI-OCR、RPAの利用状況に差が
あるため、利用が少ない部署に向けたヒアリン
グ等を実施し、利用を推進する
・RPAの利用実績を増加する（R７：７件→R８：
10件）
・職員へ生成AIの利用例等を周知し、業務への
活用を推進する

実施

RPA等の利活用による業務改
善

令和８年度

取組結果

1 端末等の適切な保守及び更新

・更新まで授業に支障がないよう維持管理を行
う。また新端末へ更新する際に授業に支障が出
ないよう適切・的確に移行作業を行う
・全生徒へ配布した端末をすべて新端末へ更新
する

保

険

医

療

課

4
PMH(自治体・医療機関等をつ
なぐ情報連携システム)を利用
した福祉医療の体制構築

令和10年

税

務

課

D

X

推

進

課

3 AI、RPAの推進

2

実施

令和11年

令和８年度

Ⅱ.業務・体制の改革

番
号

取組項目 事業所管課 実施項目
スケジュール

令和８年 令和９年 令和12年

・情報収集及び調査研究を図り、実施計画に計
上した上で、計画的に予算計上していく

調査・検討

・更新まで授業に支障がないよう維持管理を行
う。また新端末へ更新する際に授業に支障が出
ないよう適切・的確に移行作業を行う
・全生徒へ配布した端末をすべて新端末へ更新
する

2

1

2

5
マイナポータル・PMHを利用し
た妊産婦健診・乳幼児健診等の
体制構築

・情報収集及び調査研究を図り、実施計画に計
上した上で、計画的に予算計上していく

調査・検討

6

実施

R8 調査研究
R9　PMHの導入
R10　母子手帳アプリの導入

進捗状況

進捗状況健

康

課

デ
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タ
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術

の

活

用

がん検診の精度管理

総

務

課
1

電子決裁、文書管理システムの
導入検討

・新たに、５種類以上の業務にRPA等の利活用
を検討する

・部署によりAI-OCR、RPAの利用状況に差が
あるため、利用が少ない部署に向けたヒアリン
グ等を実施し、職員の利用を推進
・RPAの利用実績増（参考：令和６年度６件）
・職員へ生成AIの利用例等を周知し、業務への
活用を推進

・PMHに対応するためのシステム改修を実施す
る

小
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調査・検討・分析 実施

実施

５年間の取組目標

・文書管理システムの導入に向け、他自治体事例の
検証等により調査研究を行う
・文書分類表の更新及び保有する文書の削減の実
施

・集団・個別がん検診における受診率、要精検
率、精検受診率を把握する
・令和８～９年度に、未把握者に対する精検受診
状況の調査を実施
・令和10年度以降、未受診者に対する受診勧奨
を行い、精検受診率の向上、精検未把握率の減
少を目指す（前年度比）



２　働き方改革の推進

進捗状況

進捗状況

進捗状況

進捗状況

進捗状況

進捗状況

進捗状況

進捗状況

進捗状況

令和８年度

取組結果 取組内容、到達目標（数値目標）

令和９年度令和８年度

取組内容、到達目標

・南保育園の民間参入事業者の公募及び決定
・新園舎の基本設計を民間業者が実施
・既存園解体等の実施設計を行う

・武豊町公共交流拠点基本構想による、多様な
世代を対象とした交流施設の整備計画の進捗
を踏まえ、今後の児童館の在り方について検討
する
・公民連携の施策を試験的に実施し、運営方法
の可能性を探る

令和９年 令和11年

実施

実施

実施

令和10年

実施

実施

・試行期間終了後に課題等を整理する
・令和８年６月から本格実施をする

・サービス向上、費用削減、安定した業務継続の
ため、窓口業務の包括的民間委託を継続し、モ
ニタリングを適正に実施する

児童館の民間委託

実施

令和12年

1

番
号

取組項目

3

2

2

2

民

間
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2

1

事業所管課
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援

課

2

2

1

柔

軟
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き

方

の

促

進

分析

2

3

2

2

3

事

務

の

広

域

化

共同汚泥処理

実施

上

下

水

道

課

上

下

水

道

課

指定業者登録等事務の共同化

・先進的な取組を実施している市町の状況をヒ
アリングする
・開庁時間の短縮を令和８年６月から試行実施
する

課題整理

1 衣浦西部流域下水道による汚
水処理

人

事

秘

書

課

2

窓口業務包括的民間委託

効果的な取組の調査研究

・給排水設備指定業者登録等事務（水道・下水）

3

時差出勤制度

テレワーク

実施項目

保育施設の民間参入

スケジュール

・衣浦西部流域下水道と東海市・常滑市・知多市
による共同汚泥処理（下水）

実施

試行

・衣浦西部流域下水道による汚水処理（下水）

調査・検討

・継続実施する
・勤務状況の確認方法について検討する
・運用の具体的な基準を検討する

ヒアリング

令和８年

・継続実施する
・勤務状況の確認方法について検討する

・本格実施に向けた検討を進める

・サービス向上、費用削減、安定した業務継続の
ため、窓口業務の包括的民間委託を継続し、モ
ニタリングを適正に実施する

・衣浦西部流域下水道による汚水処理（下水）

・衣浦西部流域下水道と東海市・常滑市・知多市
による共同汚泥処理（下水）

・給排水設備指定業者登録等事務（水道・下水）

・開庁時間の短縮など先進的な取組を実施して
いる市町の状況をヒアリングし、取組内容を検
討する

・今後の児童館の在り方・運営方法について検
討した上で、民間事業者の公募・委託を行う

５年間の取組目標

・南保育園における民間保育施設の建築に向け
て、事業者公募及び既存園解体等の実施設計、
既存工作物の一部撤去を行う
・民間保育施設開園後は、既存園の解体を行う



３　組織体制の強化

進捗状況

進捗状況

進捗状況

進捗状況

進捗状況

進捗状況

令和９年度

取組内容、到達目標（数値目標）

令和８年度

取組結果

進捗状況

実施

実施

・採用試験や採用説明会、インターンシップにつ
いて、引き続き就職担当者等と意見交換を行う

・求められる住民ニーズ、今後の町の行政運営
の指針を踏まえ、組織改編について検討を継続
していく

令和８年度

取組内容、到達目標

スケジュール

・職種ごとのインターンシップを実施する
・SNSを活用した採用試験のPR方法を検討す
る

1 適正な定員管理

・募集スケジュール、試験科目等の検討を行う

・ヒアリングの結果に基づき、職員のニーズに
合った研修を実施していく

令和12年

1

インターンシップ等、採用PR方
法の検討

2

3

4

募集方法の検討

組織改編の検討

2 就職担当者等と意見交換

2

3

3

職

員

研

修

の

充

実
2

3

2

3

1

全

体

最

適

化

に

向

け

た

定

員

管

理

2

3

2

組

織

改

編

人

事

秘

書

課

人

材

の

確

保

番
号

取組項目 事業所管課 実施項目

実施

・ヒアリングの結果に基づき、職員のニーズに
合った研修を実施していく

実施

令和11年令和９年

・職員ニーズを把握するためヒアリングを実施
する

・定員管理計画に基づき、適正な採用及び人員
配置を行う

実施

実施

実施

令和８年

1

1

ヒアリングの実施

研修の実施

令和10年

・職員ニーズを把握するためヒアリングを実施
する

・採用試験や採用説明会、インターンシップにつ
いて、引き続き就職担当者等と意見交換を行う

・職種ごとのインターンシップを実施する
・SNSを活用した採用試験のPR方法を検討す
る

５年間の取組目標

・定員管理計画に基づき、適正な採用及び人員
配置を行う

・求められる住民ニーズ、今後の町の行政運営
の指針を踏まえ、組織改編について検討を継続
していく

・募集スケジュール、試験科目等の検討を行い、
必要に応じて見直しをする



１　健全な財政基盤の確立

進捗状況

進捗状況

進捗状況

進捗状況

進捗状況

令和９年度

取組内容、到達目標（数値目標）

令和８年度

取組内容、到達目標

・地方財政健全化法に基づき算出する「将来負
担比率」「実質赤字比率」「連結実施赤字比率」に
ついて、国の基準値以内を堅持する
・実質公債費比率については、総合計画に示し
た基準数値（5.0％以内）を堅持する

・インターネット公有財産売却システムを利用
し、活用してない町有地の売却を進める。又、購
入が困難な場合には貸付も検討し、普通財産の
有効活用に努める

・相続財産清算人の活用や太陽光発電売却代金
の差押えについて調査研究する。

実施

実施

進捗状況

進捗状況

令和８年度

取組結果

収

納

課

3

1

3

3

1

4

差

押

え

に

お

け

る

新

た

な

換

価

方

法

の

実

施

債

権

管

理

の

効

率

化

2

1

2 土地開発基金所有地の売却・貸
付

1
債権管理条例・規則・マニュアル
の整備、更新及び運用

3

1

1

計

画

的

な

財

政

運

営

1 町有地等の売却・貸付

3

1

2

町

有

財

産

の

有

効

活

用

総

務

課

土

木

課

財政調整基金の確保

2

実施

・新たな換価方法を執行するにあたり対象者候
補の選定をする。

執行

・債権管理条例・規則、マニュアルに基づき、町
税、他の公債権、私債権の滞納処分又は強制執
行、債権放棄を行う。

令和10年 令和11年 令和12年

地方財政健全化法における財
政指標の健全水準維持

調査・研究

実施

総

務

課

1
・基金残高が極端に低くならないよう、歳入歳
出のバランスを図りながら予算編成を実施する

実施

実施
・地方財政健全化法に基づき算出する「将来負
担比率」「実質赤字比率」「連結実施赤字比率」に
ついて、国の基準値以内を堅持する
・実質公債費比率については、総合計画に示し
た基準数値（5.0％以内）を堅持する

令和８年 令和９年

Ⅲ.行財政運営の改革

番
号

取組項目 事業所管課 実施項目

・基金残高が極端に低くならないよう、歳入歳
出のバランスを図りながら予算編成を実施する

・インターネット公有財産売却システムを利用
し、活用してない町有地の売却を進める
・売却が困難な場合には、貸付も検討し、普通財
産の有効活用に努める

スケジュール

・道路拡幅事業等の代替地として売却するなど
未利用地について、活用方法を検討する
・駐車場用地等の貸付を実施する

・道路拡幅事業等の代替地として売却するなど
未利用地について、活用方法を検討する
・駐車場用地等の貸付を実施する

・地方税共同機構、愛知県、知多地域地方税滞
納整理機構の研修会への参加等により、新しい
財産の調査、本町以外の自治体での滞納処分事
例研究を行う

・選定した対象者候補について、相続人調査、財
産調査等を行い、費用倒れなど無益な差押とな
らないものについて差押を実行する

・債権管理条例・規則、マニュアルに基づき、町
税、他の公債権、私債権の滞納処分又は強制執
行、債権放棄を行う

実施

５年間の取組目標



番
号

取組項目 事業所管課 実施項目
スケジュール

進捗状況

進捗状況

進捗状況

進捗状況

進捗状況

進捗状況

令和８年度

取組結果

進捗状況

令和９年度

取組内容、到達目標（数値目標）

・糖尿病性腎症重症化予防事業の実施
・受診勧奨値者への適正受診勧奨

令和８年度

・給付実績から抽出した対象について確認作業
を実施する

・他の税・料も滞納する者に対しては、関係他課
と協力しながら徴収事務に取り組む

取組内容、到達目標

実施

実施

令和10年

実施

実施

4
保険料の納付を促す取組の見
直し・実施

3

1

保険税・料の納付を促す取組の
見直し・実施

3

1

6

特

別

会

計

の

計

画

的

な

財

政

運

営

・

適

正

化

保

険

医

療

課

福

祉

課

3

1

5

財

源

の

確

保

経

営

戦

略

課

・

産

業

課

（
１

の

み

）

2 企業版ふるさと納税

3

1 ふるさと納税

医療費の適正化に向けた取組

2

実施

令和11年 令和12年

実施

広告・ネーミングライツ

実施

令和８年 令和９年

・対前年比歳入額増（参考：令和６年度33,832
千円）
・新規返礼品事業者の増加

・対前年比歳入額増（参考：令和６年度3,600
千円）

・対前年比歳入額増（参考：令和６年度2,292
千円）
・広告掲載箇所の増加

介護給付費の適正化に向けた
取組

・特別療養費制度の適切な運用(令和８年５月を
目途に運用を目指す）

（新規返礼品募集・PR活動）
・対前年比歳入額増（実績：令和７年度35，579千
円）
・新規返礼品事業者の増加

（営業委託継続・ベネフィット検討）
・対前年比歳入額増（参考：令和７年度4,321千円）

（対象施設や掲載箇所の開拓・見直し）
・対前年比歳入額増（参考：令和7年度2,006千円）
・広告掲載箇所の増加

・他の税・料も滞納する者に対しては、関係他課
と協力しながら徴収事務に取り組む

５年間の取組目標

・糖尿病性腎症重症化予防事業の実施
　糖尿病性腎症の病期別割合（病気が進行した
患者の割合）について、第４期：0.5％以下、第３
期：8.0％以下を目指す
・受診勧奨者の医療機関非受診率について、
3.8％以下を目指す

・特別療養費制度の適切な運用
(令和８年５月から運用を開始し、対象者を被保
険者数の0.3％以内を目指す）
・後期高齢者医療保険料の収納対策の見直し

・給付実績から抽出した対象について確認作業
を実施する



２　公共施設マネジメントの推進

導入

令和12年 取組内容、到達目標 取組結果 取組内容、到達目標（数値目標）

番
号

取組項目 事業所管課 実施項目
スケジュール 令和８年度

令和８年 令和９年 令和10年 令和11年

進捗状況

進捗状況

進捗状況

取組結果

進捗状況

進捗状況

令和８年度

令和９年度

取組内容、到達目標（数値目標）

令和９年度

・採用した導入方法で指定の公共施設に順次導
入（LED化）を進めていく

令和８年度令和８年度

取組内容、到達目標

・中長期的な収入と支出のバランスを考慮した
「経営戦略（水道事業ビジョン・下水道事業経営
戦略）」に基づいた経営

調査・検討

令和８年

・最適な導入方法を先進市町や事業者にヒアリ
ング等をし、各種試算を行う
・導入方針を決定する
・事業者選定を行う

・下水道普及率の向上のため、チラシの郵送に
よる呼びかけや『下水道の日』にあわせた啓発
活動を行う

・適正なストックマネジメント及びアセットマネジ
メント計画の策定・見直しにより、施設・設備等
の最適化、更新費用の平準化を図る

検討 実施

令和11年 令和12年

実施

検討 実施

実施

令和10年

検討・実施

進捗状況

3

2

1

公

共

施

設

照

明

L

E

D

化

上

下

水

道

課

環

境

課

1 導入方法調査検討

2 導入

2 下水道使用料の見直し

啓発活動

3

1

7

事

業

経

営

の

安

定

化

1 経営管理

4 施設・設備投資の最適化

3

番
号

取組項目 事業所管課 実施項目
スケジュール

令和９年

・令和10年と令和12年に料金改定行うため、
審議会や住民周知を進める

５年間の取組目標

５年間の取組目標

・ストックマネジメント及びアセットマネジメント
計画の策定・見直しにより、施設・設備等の最適
化、更新費用の平準化を図る

令和８年度第１四半期まで：
①最適な導入方法を検討する
　　（先進市町へのヒアリング、各種試算等）
②導入方針を決定する
③事業者の選定を行う

・中長期的な収入と支出のバランスを考慮した
「経営戦略（水道事業ビジョン・下水道事業経営
戦略）」に基づいた経営

・令和10年と令和12年に料金改定行うため、
審議会や住民周知を進める

・下水道普及率の向上のため、チラシの郵送に
よる呼びかけや『下水道の日』にあわせた啓発
活動を行う

令和８年度：
採用した導入方法で指定の公共施設に順次導
入（LED化）を進めていく
令和９年度：
前年度に引き続き、採用した導入方法で指定の
公共施設に順次導入（LED化）を進め、指定した
全ての公共施設へLED導入を完了させる



令和８年度 令和９年度

令和８年 令和９年 令和10年 令和11年 令和12年 取組内容、到達目標 取組結果 取組内容、到達目標（数値目標）

番
号

取組項目 事業所管課 実施項目
スケジュール 令和８年度

進捗状況

進捗状況

進捗状況

進捗状況

進捗状況

進捗状況

進捗状況

・（富貴保育園の改修）
実施設計に向けた園舎の状況把握
・（南部子育て支援センター他の改修）
実施設計に向けた施設の状況把握

・令和９年度以降に検討

（R10以降開始）

・長寿命化計画に基づく施設改修の実施
運動公園キュービクル更新工事、総合体育館第
3競技場空調設備整備工事

実施

都

市

計

画

課
3

2

3

個

別

施

設

計

画

に

基

づ

く

計

画

的

な

改

修

生

涯

学

習

ス

ポ
ー

ツ

課

学

校

教

育

課

子

育

て

支

援

課

4

長寿命化計画に基づく施設の
改修

2

1

実施

3

実施

・土地利用計画の検討
・交流施設の在り方検討
・役場新庁舎・保健センターの規模・機能等の検
討

・地権者に対する勉強会の開催等による意識醸
成
・暫定利用による社会実験の開催

3

2

2

公

共

施

設

の

集

約

化

（
公

共

機

能

集

積

エ

リ

ア

）

都

市

計

画

課

1 公共施設等基本計画の策定

2 役場新庁舎の設計・整備

実施

3 跡地利用の検討

・衣浦小学校南館校舎トイレ改修工事を実施す
る

実施

・町民ワークショップや地権者に対する勉強会
等を開催し、意識醸成を図る。にぎわい創出エ
リア基本構想を策定する

・衣浦小学校南館校舎トイレ改修工事
・衣浦小学校外壁補修工事
・富貴中学校外壁補修工事

実施

実施

５年間の取組目標

（町営住宅）
・B棟外壁改修工事
・C棟外壁改修工事
・D棟外壁改修工事

・中央公民館屋上防水改修工事
・歴史民俗資料館外壁等改修工事
・総合体育館外部改修工事
・町民会館ホール屋上防水改修工事

・富貴保育園改修工事
・南部子育て支援センター他（富貴児童館・旧富
貴児童クラブを含む）改修工事

・公共機能集積エリアの土地利用計画の検討や
交流施設の在り方検討、役場新庁舎・保健セン
ターの規模・機能等の検討、事業手法の検討等
を行い、公共施設等基本計画を策定する

・公共施設等基本計画に基づき、基本設計・実施
設計を行う。また、その設計に基づき建設工事
を行う


